
　

２
０
２
２
年
８
月
27
、
28
の
両
日
、
日
本
政
府
、

国
連
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、
世
界
銀
行
、

ア
フ
リ
カ
連
合
委
員
会
（
Ａ
Ｕ
C
）
に
よ
り
、
第
８

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
）
が
チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
首
都
チ
ュ
ニ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
ア
フ
リ
カ
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
で
あ
り
、
今
回

は
、
２
０
１
６
年
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
の
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
６
以
来
、
２
度
目

の
ア
フ
リ
カ
開
催
と
な
っ
た
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
い
ま
だ
避
け
難

く
、
参
加
者
の
人
数
制
限
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
と
な
る
な
ど
、

様
々
な
感
染
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
全
体
会
合

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
全
体
会
合
で
は
、
首
相
特
使
の
林

芳
正
外
務
大
臣
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
各
国
首
脳
等
が
参

加
す
る
中
、「
経
済
セ
ッ
シ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
大
橋

徹
二
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
委
員
長
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
。
大
橋
委
員
長
は
「
ア
フ
リ
カ
は
、
中
間
所
得
層

の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
資
源

を
有
し
て
お
り
、
大
き
な
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
は
、
Ａ
Ｕ（
ア
フ
リ
カ
連
合
）
が

２
０
１
５
年
に
採
択
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン『A

genda

２
０
６
３
』
を
ベ
ー
ス
に
内
発
的
・
持
続
的
な
発
展

の
道
を
歩
み
始
め
て
お
り
、
日
本
と
し
て
は
、
そ
う

し
た
ア
フ
リ
カ
の
動
向
に
即
し
て
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
３
つ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
伴

走
支
援
を
し
た
い
」
と
の
意
向
を
示
し
た
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
並
行
し
て
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

８
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
：
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、

共
催
：
外
務
省
・
経
済
産
業
省
、
後
援
：
経
団
連
）

が
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
唯
一
、
現
地
対
面
形

式
で
行
わ
れ
、
日
本
・
ア
フ
リ
カ
の
企
業
関
係
者
、

政
府
関
係
者
が
多
数
参
加
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
岸
田
文
雄
首
相
か
ら
の
「
日

本
と
ア
フ
リ
カ
は
、
課
題
へ
の
解
決
を
共
創
し
、『
共

に
成
長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
』で
あ
る
。
日
本
政
府
も
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
グ
リ
ー
ン
投
資
、
人
へ
の

投
資
を
は
じ
め
、
ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
最
大
限

支
援
し
て
い
く
」
と
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
始
ま

り
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
サ
イ
ー
ド
大
統
領
お
よ
び
Ａ
Ｕ

議
長
の
セ
ネ
ガ
ル
の
サ
ル
大
統
領
に
よ
る
基
調
講
演

に
続
い
て
、
大
橋
委
員
長
と
加
留
部
淳
サ
ブ
サ
ハ
ラ

地
域
委
員
長
が
挨
拶
し
た
。
席
上
で
は
、
日
ア
フ
リ

カ
協
業
に
係
る
90
件
の
連
携
覚
書
の
う
ち
33
件
が
紹

介
さ
れ
る
と
と
も
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、グ
リ
ー
ン
、

ア
フ
リ
カ
の
工
業
化
・
経
済
多
角
化
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
課
題
や
今
後
の
発

展
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。

　

加
留
部
委
員
長
か
ら
、
経
団
連
が
２
０
２
２
年
５

月
に
公
表
し
た
提
言
（
本
誌
44
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
基

本
的
な
考
え
方
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
橋
委
員

長
か
ら
は
、
上
記
３
つ
の
イ
ン
フ
ラ
の
う
ち
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

各
国
閣
僚
お
よ
び
日
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
経
済

関
係
者
と
意
見
交
換

　

そ
の
ほ
か
、
中
谷
真
一
経
済
産
業
副
大
臣
と
ゴ
ン

ジ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
業
・
鉱
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
、

マ
イ
ナ
・
ケ
ニ
ア
産
業
化
・
貿
易
・
企
業
開
発
庁
長

官
、
ホ
ッ
ト
ゥ
・
セ
ネ
ガ
ル
経
済
・
計
画
・
協
力
大

臣
、
ア
デ
バ
ヨ
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
産
業
貿
易
投
資
大

臣
と
の
会
談
に
同
席
し
発
言
す
る
と
と
も
に
、
ア
デ

シ
ナ
・
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
総
裁
と
意
見
交
換
の
機

会
を
持
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
に
先
立
ち
、Tunisian-

Japanese Econom
ic M

eeting

〈
主
催
：
チ
ュ
ニ

ジ
ア
工
業
・
商
業
・
手
工
業
連
合
会（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）〉

が
行
わ
れ
、
大
橋
・
加
留
部
両
委
員
長
を
は
じ
め
、

日
本
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
経
済
関
係
者
約
40
名
が
参
加

し
た
。
同
会
合
で
は
、
日
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
経
済
関
係

強
化
に
向
け
た
活
発
な
議
論
を
行
わ
れ
、
共
同
声
明

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

TICAD8 の開催会場（チュニス）

チュニジアのゴンジ産業・鉱業・エネ
ルギー大臣と加留部委員長

アフリカ開発銀行アデシナ総裁と
大橋・加留部 両委員長

開催国チュニジアのサイード大統領と大橋委員長

  コマツ会長

 大橋 徹二
（おおはし  てつじ） 

第
８
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
）に
大
橋
・
加
留
部

両
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
委
員
長
が
参
加

委員長

  豊田通商
  シニアエグゼクティブアドバイザー

 加留部 淳
（かるべ  じゅん） 

委員長
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